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(九州)	


	


国立感染症研究所　ウイルス第二部	


	


衛生微生物技術協議会 第35回研究会2014年 6月26-27日　東京都	




EP-95はブロック単位での分与、他の抗血清・細胞等は、	


感染研ウイルス第二部からの個別対応とさせていただいています。	


レファレンス業務 (感染研、2013年度実績)	

抗血清等分与	


種類	
 数量	


 　単味抗⾎血清� 117本�

EP95� 14セット�

細胞等� 21件�

ウイルス株	
 2か所（6種類）	




内容	


•  2013-­‐14シーズンのエンテロ検出状況(手足口病
他、各ブロックより）	
  

•  エンテロウイルス検査アンケート結果に基づく研
修コース企画	
  

•  世界のポリオアップデート	
  
•  流行予測調査事業で環境水調査結果サマリー

（事業8か所+調査研究5か所）	
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2000年	
 2001年	
 2002年	
 2003年	
 2004年	
 2005年	
 2006年	
 2007年	
 2008年	
 2009年	
 2010年	
 2011年	
 2012年	
 2013年	
2014年	


CA6	
  

CA16	
  

EV71	
  

2000年から2014年21週までのEV71,CA16,CA6検出数	


出典：2014.6.6NESIDアクセス分を集計	




流行国の出国者へ
の接種等勧告	




	

	


WPV1	
  in	
  Sewage	
  –	
  Southern	
  Israel	
  
	


All sites, but one, negative since mid-Feb 2014 
All sites are negative in last two samples 

出典：http://www.polioeradication.org/Portals/0/Document/Aboutus/Governance/IMB/10IMBMeeting/7.1_10IMB.pdf	


IMB会議資料（6 – 8 MAY 2014） より 

2014年2月	

2013年9月	
2014年2月イスラエル南部の下水処理場

で野生株検出 
 
追加接種（IPV→ｂOPV）、サーベイ強化
（AFP,糞便、環境） 
 
2014年bOPVを定期接種（6M,18M) 
 
	




2014年度環境水サーベイランスのご協力を頂く地方衛生研究所 
	


調査研究（５
か所＋１）	
  

富山県衛生研究所	


福岡県保健環境研究所	


大阪府立公衆衛生研究所	


岩手県環境保健研究センター	


青森県環境保健センター	


宮崎県衛生環境研究所	


和歌山県環境衛生研究センター	


横浜市衛生研究所	


浜松市保健環境研究所	


福島県衛生研究所	


堺市衛生研究所	


岐阜県保健環境研究所	

愛知県衛生研究所	


H26年度流行予測調
査事業（１４か所）	


ポリオ検出時対応はH26年度流行予測調査事業実施要領にて案内しています	
  
	
  
→広域情報共有はIASRを想定しています。	


北海道立衛生研究所	


千葉県衛生研究所	


奈良県保健研究センター	


長野県環境保全研究所	


岡山県環境保健センター	


佐賀県衛生薬業センター	




目的：エンテロウイルス分離同定技術の研修コースの試行（ワークショップ） 
特に、内部精度管理のための①マイコプラズマ否定試験、②細胞感受性試験、の実習	


時期：2014年11月から12月のうち2泊3日（これから調整） 
募集人数：6名（各ブロック1名） 
参加資格：2014年度ウイルス検査に配属された新人、かつSOP等を共同して開発してい
ただける方 
アウトカム：参加者とレファレンスセンターで、SOP、マニュアルを共同開発し、今後の企画
に資する	


1日目	
 2日目	
 3日目	


9:00	


中和試験	


マイコプラズマ否定試験続き	


10:00	


中和試験続き	
11:00	


12:00	

昼食	
 昼食	


13:00	
 開会式（自己紹介等）	


マイコプラズマ否定試験	


各種エンテロウイルスCPEの観察
及びウイルス感受性試験の細胞観
察	


培地作成	

14:00	


細胞の継代、細胞のカウント	


閉校式	


15:00	


16:00	


ウイルス感受性試験	

17:00	


18:00	


スケジュール（案）	


エンテロウイルス検査に関する精度管理研究打ち合わせ（案）	



